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当団体の重点事業は、緊急一時保護事業ですが、全て
の避難者が行政の手続きを踏んで当団体にたどり着くわ
けではなく、個人的に依頼されるケースを断れない時も
あります。そんな時の食費、消耗品費、人件費、交通費
は決して十分ではなく、スタッフの善意に支えられてい
るところが多々あります。
今後も、当団体が安定して活動を継続していくために

は、会員の会費と、皆様からの寄付が活動原資となりま
す。活動に参加できなくても、「寄付」という形で活動
に賛同していただければ、我々スタッフのモチベーショ
ンも高まり、益々ニーズに応えた活動が展開されること
でしょう。社会課題を共に解決するために、ぜひご協力
をお願いいたします。寄付は、随時受け付けております。
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2023年11月より「認定」を取り下げました。
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今年の夏はことのほか猛暑となりました。
このお便りが皆様に届くころには秋風が吹い
て、少し涼しくなっていると良いのですが・・・。
皆様方には日頃より、当団体の活動にご理解と
ご支援をいただき大変感謝しております。
3月は決算、4月は予算の確保に申請書を書き、
5月には 2025 年の総会を終えることができまし
た。今年度も委託事業、助成金事業等の予算がほ
ぼ決定し、例年同様に事業が動き始めております。
そんな中、私たちの活動を知って協力をしてくだ
さる、企業や団体の皆様も増えており、つながり
の輪は少しずつではありますが、広がりを実感し
ております。
また、7月には独立行政法人国立女性教育会館

（NWEC）のお声掛けによりバングラディッシュ国
別研修の方々と中野区役所のご協力を得て、ジェ
ンダー平等についての意見交換をする機会を持ち
ました。（詳しくは P6〜 P7）　
今年は戦後 80 年、日本にとって大きな節目の
年を迎えているように思えます。
当団体の活動もNPOとして立ち上げ 23 年が経
過しました。また、女性の総合的な支援を目指し
て成立した女性支援新法が施行され一年がたち、
女性を取り巻く業況を考えるに、女性支援の課題
も山積みのように思えます。
当団体が DV 被害者支援をしていく中で必要に

迫られ、民間シェルターを始めたのが 17 年前。
立ち上げた当初何年か、シェルター運営は財政の
上では大赤字、いつ止めざるを得ないかと思いつ
つ、現在、シェルター 2件、ステップハウス 3件、
母子が入れるシェアハウス 1棟（4 室）を管理・
運営する結果となっています。
被害者にとって生活の基盤になる住まい、帰る

ところがない、安心して住める場所がない等の現
実を考えると対応せざる得ないのが支援の実態
で、ハウスはフル稼働しております。
現実を目の前にし対応はしているものの、民間

一団体の支援体制での単年度予算での不安、また、
その後の住まい探し、就労、子どもの保育・教育
など継続的な支援が続けられないという出口が見
えないところに悩みを抱えているのが現状です。
そのため、今年度の女性のための支援者講座（詳

しくは８P、同封のチラシ参照）は居住支援に焦
点を当て、「女性にとって住まいとは」をジェン
ダーの視点で考える講座を実施します。
　あらためて私たちに出来る支援は何かを見直

しするためにも、数多くの専門分野の NPO 団体
等と協力・意見交換できる場を設けていけるよう
活動をしていきたいと思っております。今後とも
皆様のご協力、ご支援をお願いいたします。

代表理事　中村　敏子　

ご挨拶

結へのご寄付のお願い

2025 年度　埼玉県官民協働等女性支援事業

本講座は 3回シリーズで、「知る・つながる・動き出す」きっかけをお届けします。
場所は全 3回とも大宮ソニックシティです。詳しくは別途チラシをご覧ください。

1回目　2025 年 11 月 23 日（日）午後
テーマ：女性支援と居住支援の現状理解と課題　～ハウジングファースト（人権からの住まい）～
講　師：葛西リサ（追手門学院大学地域創造学部教授）
　　　　専門は住宅施策・居住福祉・家族福祉　シングルマザーの居住貧困に関する調査・研究の第一人者

2回目　2025 年 12 月 14 日（日）午後
テーマ：居住支援と地域のつながりの実践と連携のあり方から　～女性福祉と居住支援の現状～
講　師：大塚順子（東京通信大学人間福祉学部准教授）
　　　　専門は高齢者の住環境問題や生活支援、地域との連携に関する研究

3回目　2026 年 1月 18 日（日）午後
テーマ：地域で支える女性の安心と居住の安心　～ 2人の講師から、実践を通して見えてきた課題～
講　師：内野巧也　アーキリンクス㈱代表取締役　不動産コンサルティング／管理　
　　　　空き家再生事業の活性化を通して地域社会の問題解決に取り組む　
　　　　母子家庭を対象とした居住・ワークスペースの再生
講　師：中村敏子　フェミニストカウンセリングを学び男女共同参画関連施設の相談事業に関わる　
　　　　NPO法人女性のスペース結代表理事、生活デザイン設計室 (株) サンク代表取締役
　　　　★後半は、内野氏と中村氏のパネルディスカッションを予定しています。

「女性のための支援者養成講座」開催が決定しました　

テーマは「住まいがつなぐ女性支援」
～女性支援の “これまで ”と “これから ”ハウジングファーストって？　住まいから考える女性の人権～

京都市在住の小方登様より、大口の寄付を頂きま
した。子どものための支援活動に充当してほしいと
いう願いが込められておりますので、有難く大切に
使わせていただきます。
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2024年度　女性のスペース結　事業報告②2024年度　女性のスペース結　事業報告①
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2024 年度  収支決算報告書

自 2024 年 4月 1日　 至 2025 年 3月 31 日

海外からのお便り 1　　
　　　　　　　from シンガポール

井上匡子 (神奈川大学 )

　　　　　 2 月 26 日から３日間、
                    シンガポールに行ってきました。
目的は、この 1月に改正された女性憲章 (日本の

家族法とDV防止法が合体したような法律 )につい
て、お話を伺うこと。今や、インターネットのおか
げで、法制度の改正については、日本にいながらに
して情報を手に入れることができます。でも、実際
にその制度がどのように運用されているかを知るた
めには、現地の支援者の皆さんに聞いてみるのが一
番、というよりそれしかありません。
ということで、4つの性格の異なる支援団体を訪

問しました。そして今回の制度改革の狙いや細かい
規定の意味などを確認するために、家族法の研究者
からもお話を聞き、意見交換をしてきました。
改正内容は、とても興味深く、話がはずみました

が、紙幅の都合もあり、紹介は別の機会に譲ること
にして、今回とても印象的だったのは、民間団体の
皆さんが、支援の具体的な場面を引照しながら、こ
のために今回の改正が必要だったのだと、生き生き
と語る姿でした。もちろん、課題も残されており、
次なる改正に向けた動きについてもお話しください
ました。「自分たちが制度を作り、改善し、それを
支援の現場で使う」、まさに現場の声が制度改正に
つながっている様子を実感することができました。
たくさんの元気と勇気をもらいました。私達も、か
く有りたいものです。
シンガポールは、初めての訪問でしたが、食べ物
も美味しく、しかも中華、インド、シンガーポール
風と、実に多様です。
次回は、ご一緒しませんか？

2024年度　女性のスペース結　決算報告

皆様どうぞアクセスしてみてください。
URL　https://josei-yui.org「女性のスペース結」でも検索できます。

ホームページをリニューアルしました
NEW
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バングラデシュ代表団、中野区役所関係部署、女性のスペース結関係者と、中野区役所会議室にて

ベンガル語で「歓迎」

中野区役所でのセッション終了後、西山ガーデンハウスに移動して、施設の見学が行われた。
子ども食堂等の行事やイベントを開催している共有スペースとシェアハウスの生活空間を見学し
てもらった。施設のオーナーであり、結の副代表である西山氏から施設の設立の背景、施設のコ
ンセプト等を説明した。西山ガーデンの緑が多く、心が落ち着く空間の中、終始リラックスした
雰囲気で見学会が行われ、個別の質疑応答にはボランティアの通訳者が力を発揮してくれた。ま
た団体スタッフが、手作りのレモン入りアイスクリームを持参してくれ、バングラデシュの方々
にもたいへん好評だった。夏の暑い一日であったが、当団体にとってもこれだけ多くの外国籍の
方々をお迎えするのは初めてのことであり、記念すべき国際交流の一日となった。

【女性のスペース結からの報告（中村、松本、斎藤、田谷）】

研修の開始に際して酒井中野区長、バングラデシュ代表団から挨拶、記念撮影が行われ、その後、
中野区企画部の大場ユニバーサルデザイン推進担当課長より中野区の取り組みが紹介された。
続けて、結より活動の紹介を行った。

主催：独立行政法人国際協力機構　実施機関：独立行政法人国立女性教育会館
日時：7 月 17 日 13 時～ 16 時　　場所：中野区役所会議室及び西山ガーデンハウス
参加者：コックスバザール県の GBV 対応に関わる行政官及び NGO 担当者等 14 名

　 バングラデシュ国別研修

　「ジェンダーに基づく暴力（GBV）撤廃に向けた能力強化』プログラム

全 14日間のうち、この日は、「特別区における行政と民間団体による女性支援の取組」研修

美しいサリーをまとった女性たちと

団体の設立背景、これまでの女性支援の取り組みを紹介し、設立当初の女性相談による支援、そ
こから見えてきた女性の状況を説明した。例えば、様々な暴力を受けたが、それを我慢しているケー
スなどを通して、暴力をなくさない限り、男女平等は実現しないと考えたことが話された。団体では、
個人の問題の背景に、社会の問題があることを踏まえて、行政と連携して支援を展開していること、
また被害者が落ち着くことができる場所を作るためにシェルターやステップハウスを運営し、自立
のための支援を展開していることが話された。
次に、行政との連携、シェルター及びステップハウスでの支援の内容、居住支援で大切にしてい
ること等を紹介した。また中野で取り組んでいる子ども食堂の様子や地域活動等を紹介した。
埼玉県での女性支援の取り組みである「さいたま・りぷろの家」という居場所のこと、電話やメー
ルを通して女性の総合的な相談（ＤＶ、生きづらさ、ハラスメント、性暴力、デートＤＶ、虐待、
生活困窮、人間関係等）を受けていることを伝えた。

続けて、女性が相談できる場所を作る必要性が説明された。相談者である女性は、自身が抱え
る問題の背景に社会構造の問題があるにも関わらず、自分の問題と捉えて自身を責めてしまう傾
向にあるが、自分を責める必要はないことに気が付くには、気軽に相談をすることができる場所
が重要であると伝えた。そのためにはやはり行政との連携が重要であること、例えば、行政に相
談をすることは一定のハードルがあり、相談するほどではないと考えてしまうケースもあること、
また日本のNPOは規模が小さいことから、相談できる場所を作るためには行政のバックアップ
が必要であると話された。
最後に、NPOの強みとして「柔軟な支援を展開できること」「自分たち独自の事業ができる」

ことが上げられた一方で、弱みとして「規模が小さいこと」「経済的基盤がぜい弱であること」「ス
タッフはボランティア的に支援活動に関わらざるを得ないこと」等があげられた。

◉バングラデシュ代表団から結への質問
結の活動範囲、支援体制、相談内容、法整備、日本における女性支援に関する質問等がなされた。

◉結からバングラデシュ代表団への質問
バングラデシュNPOの活動規模、DV支援の現状に関する質問等がなされた。


